
 

平成 23 年 2 月 4 日 
各    位 
 
 会 社 名 株式会社 荏  原  製  作  所 
 代表者名 代表取締役社長 矢後 夏之助 
 (コード番号 6361  東証第 1 部  札証 ) 
 問合せ先 管理室長 長木 健悟 

(電話 03－3743－6111) 
 

業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 22 年 11 月 5 日に公表しました平成 23 年 3 月期の業績予

想及び配当予想を下記のとおり修正しましたので、お知らせいたします。 

記 

 

１．業績予想の修正 

(1) 平成 23 年 3 月期 連結通期業績予想の修正（平成 22 年 4 月 1 日～平成 23 年 3 月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり

当期純利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円前回発表予想 (A) 

（平成22年11月5日発表） 405,000 20,000 17,500 9,000 21.32 

今回修正予想 (B) 405,000 26,000 23,000 11,000 26.06 

増減額   (B)－(A) ― 6,000 5,500 2,000 ― 
増減率     (%) ― 30.0% 31.4% 22.2% ― 
（ご参考）      

485,889 18,953 16,749 5,441 12.89 前期実績 
（平成22年3月期）      

(2) 業績予想修正の理由 
売上高は、前回発表予想から変更はありません。 

営業利益は、風水力事業及び精密・電子事業において、調達コストダウン、その他の生産効

率化が寄与し、前回発表予想の 200 億円から 60 億円増加し 260 億円となる見通しです。 

経常利益は、営業利益が増加することに伴い前回発表予想の 175 億円から 55 億円増加し

230億円となる見通しです。また、当期純利益は経常利益の増加、税金費用等の見直しにより、

前回発表予想の 90 億円から 20 億円増加し 110 億円となる見通しです。 
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(3) セグメントごとの業績見通し 
  

風水力事業
エンジニア

リング事業

精密･電子

事業 その他 全体 

前回発表予想 (A) 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

(平成22年11月5日発表) 282,000 48,000 65,000 10,000 405,000 

今回修正予想  (B) 280,000 48,000 67,000 10,000 405,000 

増減額   (B) － (A) △2,000 ― 2,000 ― ― 

売 
上 
高 

増減率     (%) △0.7% ― 3.1% ― ― 

前回発表予想 (A) 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

(平成22年11月5日発表) 15,000 0 5,000 0 20,000 

今回修正予想  (B) 19,000 0 7,000 0 26,000 

増減額   (B) － (A) 4,000 ― 2,000 ― 6,000 

セ 
グ 
メ 
ン 
ト 
利 
益 

増減率     (%) 26.7% ― 40.0% ― 30.0% 
注）第 4 四半期の為替相場は 1 米ドル 80 円、1 ユーロ 110 円を想定しています。 

(風水力事業) 
売上高は、通期では前回発表予想の 2,820 億円から 20 億円減少して 2,800 億円となる

見通しです。セグメント利益は、調達コストダウンなどの収益改善活動によって、通期では前

回発表予想の 150 億円から 40 億円増加して 190 億円となる見通しです。 

(エンジニアリング事業) 
売上高及びセグメント利益共に、前回発表予想から変更はありません。 

なお、ドイツ・インフラサーブ・プロジェクトについては、竣工(PTO: Provisional Taking 
Over)予定を平成 22 年 12 月としておりましたが、平成 23 年３月となる予定です。これに伴う

追加費用は、現在のところ予備費の範囲内であり、業績への影響はありません。 

(精密・電子事業) 
売上高は、通期では前回発表予想の 650 億円から 20 億円増加して 670 億円となる見通

しです。セグメント利益は、当初予定を上回る売上の増加に加え、生産効率の向上施策等に

よって、通期では前回発表予想の 50 億円から 20 億円増加して 70 億円となる見通しです。 

※ 上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報を前提としています。実際の業績等は、今後

様々な要因によって異なる可能性があります。 
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２．配当予想の修正 

 年間配当金 (円) 
 第2四半期末 期末 合計 
前回予想 
（平成22年11月5日発表）  未定 未定 

今回修正予想  5.00 5.00 

当期実績 0.00   

前期実績 
(平成22年3月期) 0.00 0.00 0.00 

配当予想修正の理由 

当社は、株主に対する利益還元を経営の最も重要な施策の一つとして位置付けています。

配当については、継続的かつ安定的に行うことを念頭に、当該期並びに今後の業績及び財政

状態等を勘案して行うことをその方針にしています。 

平成 23 年 3 月期の当社の期末配当については、平成 22 年 11 月 5 日付け「平成 23 年 3
月期 第 2 四半期決算短信」において配当予想を未定としていましたが、当期における業績見

通しや利益水準を総合的に勘案し、配当予想を修正し、1 株当たり期末配当金を 5.00 円とさせ

ていただきます。 

以   上 
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